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平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

十
六
件
を
承
認
・
可
決

　
平
成
十
八
年
第
八
回
町
議
会
定
例
会

が
十
二
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

四
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
十
八
年

度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予

算
な
ど
十
六
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
行
政
報
告
（
一
部
抜
粋
）

町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
先
般
、
新
聞
報
道
等
が
あ
り
ま
し
た
町
長

交
際
費
に
つ
い
て
で
す
が
、
お
招
き
を
い
た

だ
い
た
政
党
や
政
治
家
へ
の
会
合
に
対
し
、

疑
い
を
持
た
ず
に
公
費
支
出
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
ま
ず
も
っ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
就
任
以
来
の
支
出
内
容
を
精
査
し
、
不

適
切
と
考
え
ら
れ
る
十
三
件
計
九
万
三
千
円

に
つ
い
て
、
十
月
二
十
五
日
に
返
還
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
新
た
に

支
出
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
支
出
内
容

に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
こ
と
と
し
、
十
一
月
支
出
分
か
ら
公
開
を

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
充
分
に
留
意
し
て

ま
い
り
ま
す
。

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　
平
成
十
九
年
度
の
新
規
職
員
採
用
試
験
に

つ
い
て
で
す
が
、
職
務
経
験
者
も
合
わ
せ
て

四
十
三
名
の
応
募
が
あ
り
、
三
十
八
名
が
一

次
試
験
を
受
験
し
て
お
り
ま
す
。
二
次
試
験

は
一
次
試
験
で
選
抜
さ
れ
た
十
名
が
受
験

し
、
う
ち
三
名
を
任
用
候
補
者
名
簿
に
登
載

し
ま
し
た
。

生
活
バ
ス
路
線
に
つ
い
て

　
九
月
二
十
六
日
に
羽
後
交
通
株
式
会
社
か

ら
経
営
改
善
、
経
営
改
革
の
一
環
と
し
て
路

線
の
廃
止
及
び
一
部
廃
止
に
つ
い
て
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
町
関
連
路
線
で
は
、
高
畑

荒
川
線
に
つ
い
て
平
成
十
九
年
九
月
末
日
を

も
っ
て
廃
止
し
た
い
旨
の
協
議
が
あ
り
ま
し

た
が
、
町
と
し
ま
し
て
は
、
通
勤
・
通
学
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
公
共
交
通
と
し
て
の

役
割
を
鑑
み
、
大
仙
市
と
連
携
を
図
り
、
存

続
に
向
け
て
の
要
望
活
動
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
併
せ
て
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

住
民
生
活
課
関
係
に
つ
い
て

　
先
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
報
告
し
て
お

り
ま
す
七
月
十
九
日
付
け
の
モ
ー
テ
ル
類
似

旅
館
新
築
等
同
意
申
請
に
つ
い
て
、
美
郷
町

モ
ー
テ
ル
類
似
旅
館
規
制
審
査
会
で
の
答
申

を
踏
ま
え
、
八
月
十
八
日
付
け
で
申
請
者
に

対
し
て
不
同
意
の
内
容
で
決
定
通
知
書
を
交

付
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
月
二
十
五
日
付

け
で
町
に
対
し
て
不
同
意
処
分
の
取
消
な
ど

を
求
め
る
訴
状
が
秋
田
地
方
裁
判
所
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
地
域
住
民
の
意
向
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
条
例
に
則
り
適
正
に
対
処
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
町
民
各
位
に
心
穏
や
か
な
ら

ぬ
思
い
を
抱
か
せ
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
こ

と
を
誠
に
遺
憾
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
弁
護
士
と
協
議
し
な
が
ら
、
粛
々
と
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

要
保
護
児
童
対
策
に
つ
い
て

　
先
般
の
近
隣
市
で
の
大
変
痛
ま
し
い
事
件

を
踏
ま
え
、
町
で
は
、
十
一
月
二
十
四
日
、

美
郷
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
構

成
す
る
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
な

ど
の
教
育
関
係
者
や
小
児
科
医
、
警
察
、
民

生
児
童
委
員
、
保
護
者
代
表
の
方
な
ど
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設

置
に
つ
い
て

　
現
在
は
老
人
保
険
制
度
で
医
療
を
受
け

て
い
る
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者（
後
期
高

齢
者
）に
つ
い
て
、
そ
の
心
身
の
特
性
や
生

活
実
態
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
新
た
に
独
立
し
た
医
療
制
度
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
期

高
齢
者
医
療
の
事
務
処
理
及
び
そ
の
準
備

行
為
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
る
秋
田
県

後
期
高
齢
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
本
町

が
加
入
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
美
郷
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
人
事
院
規
則
の
改
正
に
合
わ
せ
、
町
職

員
の
休
息
時
間
を
一
月
一
日
か
ら
廃
止

し
、
休
憩
時
間
を
午
後
〇
時
十
五
分
か
ら

午
後
一
時
ま
で
と
し
ま
し
た
。

と
関
係
機
関
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
、
改
め

て
相
互
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
県
や
専
門
機
関
が
実
施
す
る
児
童
虐
待

防
止
に
関
す
る
研
修
に
町
職
員
を
参
加
さ

せ
、
職
員
資
質
の
向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

千
畑
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　
十
二
月
七
日
、
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
、
子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
が
運
営
す
る
阿
仁
ス
キ
ー
場
を
含
む
全

国
十
二
の
ス
キ
ー
場
な
ど
を
、
米
国
の
投
資

会
社
に
一
括
売
却
す
る
旨
を
発
表
い
た
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
今
回
は
千
畑
ス
キ
ー
場

が
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
か
ら
は
、
今
後
も
売
却
先
を
求

め
て
交
渉
を
継
続
す
る
旨
の
連
絡
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

そ
の
動
向
を
見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

農
政
課
関
係
に
つ
い
て

　
管
内
の
米
の
作
柄
と
秋
田
統
計
情
報
セ
ン

タ
ー
発
表
県
南
地
区
の
作
況
指
数
で
す
が
、

雪
消
え
の
遅
れ
に
よ
る
春
作
業
の
遅
れ
と
七

月
の
長
雨
等
に
よ
る
収
量
の
低
下
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
県
南
は
一
〇
一
で
平
年
作
と

な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た

な
経
営
安
定
対
策
へ
の
対
応
で
す
が
、
県
や

農
業
団
体
と
連
携
の
も
と
で
地
域
の
合
意
形

成
を
推
進
す
る
た
め
、
春
作
業
ま
で
の
説
明

会
に
加
え
、
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
も

集
落
説
明
会
を
延
べ
二
十
六
カ
所
で
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
と
こ
ろ

一
法
人
を
含
む
二
十
三
の
集
落
営
農
組
織
等

が
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
五
法
人

を
含
め
て
三
十
七
の
組
織
が
今
後
の
設
立
を

目
指
し
て
現
在
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　高
橋
教
育
長
の
辞
任
に
つ
い
て

　
教
育
長
で
あ
り
ま
し
た
高
橋
福
雄
氏
が
一

身
上
の
都
合
か
ら
十
二
月
十
一
日
付
け
で
辞

任
い
た
し
ま
し
た
。
高
橋
氏
に
は
、
美
郷
町

初
代
教
育
長
と
し
て
こ
れ
ま
で
熱
心
に
教
育

行
政
の
指
揮
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
六
郷
温
泉
あ
っ
た
か
山
、
千
畑
温
泉
関
連

施
設
、
千
畑
生
産
物
直
売
所
、
ア
ク
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
お

よ
び
そ
の
指
定
期
間
に
つ
い
て
定
め
ま
し

た
。

●
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
五

号
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
予
算

の
組
み
替
え
、
農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業
費

補
助
金
の
増
額
、
六
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

マ
ー
チ
ン
グ
全
国
大
会
出
場
に
要
す
る
経
費

な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
二
百
五
万

三
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

百
十
八
億
四
千
二
百
五
十
一
万
五
千
円
と
し

ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
第
三
号

　
国
保
連
合
会
が
新
年
度
か
ら
新
し
い
電
算

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
二
十
四
億
二

千
九
百
九
十
五
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
三
号

　
六
郷
東
部
地
区
の
供
用
開
始
に
対
応
す
る

料
金
シ
ス
テ
ム
の
改
造
に
係
る
経
費
、
公
債

費
に
お
け
る
平
成
十
七
年
度
借
入
れ
の
町
債

に
係
る
利
子
分
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
百
五
十
一
万
六
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
四
億
三
千

八
百
四
十
八
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
第
四
号

　
六
郷
東
部
地
区
の
簡
易
水
道
の
供
用
開
始

に
対
応
す
る
下
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
の
改
造

に
係
る
経
費
、
平
成
十
七
年
度
借
入
れ
の
町

債
に
係
る
公
債
費
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
七
十
四
万
九
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
三
億
八

千
四
百
九
十
一
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
第
二
号

　
新
設
の
公
共
桝
設
置
接
続
に
係
る
経
費
、

平
成
十
七
年
度
借
入
れ
の
町
債
に
係
る
公
債

費
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
五
百
万
四
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

予
算
総
額
を
二
億
千
九
百
二
十
八
万
三
千
円

と
し
ま
し
た
。

●
町
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
後
松
順
之
助
氏（
本
堂
東
部
）を
一
月
一
日

付
け
で
町
教
育
委
員
会
の
教
育
委
員
に
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
氏
は
十
二
月
二
十
日
に
行
わ
れ

た
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
長
に
選

任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

後松順之助氏


